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はまゆうは、我等の香り、自然を大切に守りましょう

白濱神社 秋の例大祭
～白浜太鼓～
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ホストタウン交流事業

ムーア ・ アロハ財団
    　　＆ＵＳＡサーフィン の来訪

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
の
目
的

　

下
田
市
は
２
０
１
７
年
12
月
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ
た

り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
契

機
と
し
、
共
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

登
録
さ
れ
た
牧
之
原
市
と
連
携
し

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
10
月
28
日
か
ら
31
日

に
か
け
て
、「
ム
ー
ア
・
ア
ロ
ハ
財

団
」（
以
下
、「
財
団
」）
に
加
え
「
Ｕ

Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン
」
の
方
々
が
来

訪
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ

シ
ー
の
創
出
と
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
を
目
的

と
し
た
、
主
に
下
田
中
学
校
生
徒

と
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

ム
ー
ア
・
ア
ロ
ハ
財
団
と
は
？

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
カ
リ
ッ
サ
・
ム
ー
ア
選
手

が
２
０
１
８
年
に
設
立
し
た
非
営

利
団
体
で
あ
り
、
若
い
女
性
が
強

く
、
自
信
を
持
ち
、
思
い
や
り
の

あ
る
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
ハ
ワ
イ
や
米
国
本
土

を
中
心
に
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ヨ
ガ
に

よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
や
、

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
等
の
社
会
奉
仕

教
育
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

今
回
行
わ
れ
た
、
財
団
と
下
田

中
学
校
生
徒
を
中
心
と
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ア

ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
愛
情
・
絆
・

穏
や
か
さ
・
謙
虚
さ
・
忍
耐
）
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、

ヨ
ガ
に
よ
る
呼
吸
法
や
清
掃
活
動

等
に
よ
る
社
会
奉
仕
教
育
、
サ
ー

フ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

キ
ャ
ン
プ
は
日
本
で
初
め
て
開
催

さ
れ
、
当
日
は
下
田
出
身
の
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
で
あ
る
、
大
野
修
聖

氏
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
財
団
よ
り
カ
リ
ッ
サ

選
手
と
カ
リ
ッ
サ
選
手
の
父
で
あ

り
コ
ー
チ
を
務
め
る
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
氏
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン

よ
り
ジ
ュ
ニ
ア
代
表
選
手
の
カ

イ
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
選
手
、
カ
イ
選

手
の
父
で
元
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の

ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
、
そ
し
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
※
元
日
本
代
表
駐
在
員
で
あ
る

ジ
ョ
ン
・
オ
オ
モ
リ
氏
が
来
訪
さ

れ
ま
し
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
最
終

日
に
行
わ
れ
た
、
２
日
間
を
振
り

返
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
カ

リ
ッ
サ
選
手
か
ら
は
「
下
田
の
波

の
特
徴
や
、
波
の
読
み
方
を
理
解

す
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
、
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
氏
か
ら
は
「
積
極
的

に
質
問
を
す
る
こ
と
や
挑
戦
す
る

こ
と
」
や
「
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
の
思

い
を
両
親
に
伝
え
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
う
こ
と
」
が
大
切
で
あ
り

必
要
で
あ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
や

参
加
し
た
保
護
者
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
カ
リ
ッ
サ
選
手
か
ら「
こ

の
２
日
間
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

こ
ち
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ

ツ
を
感
じ
た
。
来
年
も
皆
さ
ん
と

会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
次

は
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
と
ハ
ワ
イ
で

の
キ
ャ
ン
プ
を
実
現
し
た
い
。」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
市
長
の
も
と
に
表
敬

訪
問
し
、
キ
ャ
ン
プ
の
成
果
と
来
年

以
降
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
継

続
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
そ
の

後
は
市
内
を
散
策
し
、
午
後
よ
り
牧

之
原
市
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
は
、
牧
之
原
市
に

下
田
中
学
校
生
徒
が
合
流
し
、
相

良
高
校
生
徒
と
の
交
流
や
サ
ー
フ

ス
タ
ジ
ア
ム
静
波
で
の
合
同
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
…
ア
メ
リ
カ
オ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

　

員
会

ジョン・オオモリ氏　　クリストファー・ムーア氏

カリッサ・ムーア選手 カイ・クシュナー選手・ウォーレン・クシュナー氏

ム
ー
ア
・
ア
ロ
ハ

　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ



●令和３年度市税収入の内訳

固 定 資 産 税

市 民 税

市 た ば こ 税

都 市 計 画 税

入 湯 税

軽 自 動 車 税

合 計

13億0,358万円

９億9,899万円

1億8,762万円

1億4,916万円

5,245万円

7,956万円

27億7,136万円

○
都
市
計
画
税

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事

業
・
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
税
で
す
。

○
地
方
消
費
税
交
付
金

　

平
成
26
年
４
月
１
日
と
平
成
30

年
10
月
１
日
の
計
５
％
の
消
費
税

引
き
上
げ
に
伴
う
、
地
方
消
費
税

交
付
金
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
施
策
（
社
会
福
祉
・
社

会
保
険
・
保
健
衛
生
）
に
要
す
る

経
費
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
債
の
状
況

　

一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
借
入

額
は
、
14
億
９
１
７
０
万
円
で
、

主
に
下
田
市
統
合
中
学
校
整
備
事

業
、
本
郷
橋
大
規
模
改
修
工
事
な

ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
９

０
１
０
万
円
、
16
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
市
債
残
高
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
目
的
税
で
あ
る

入
湯
税
、
都
市
計
画
税
及
び
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
地
方
消
費
税

交
付
金
（
社
会
保
障
財
源
化
分
）

の
使
途
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
入
湯
税

　

入
湯
税
は
、
環
境
衛
生
施
設
、

鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設
及
び
消

防
施
設
や
消
防
活
動
並
び
に
観
光

の
振
興
（
観
光
施
設
の
整
備
を
含

む
。）
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

た
め
の
税
で
す
。

入
湯
税
、都
市
計
画
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
使
途

特　

別　

会　

計

下
水
道
事
業
会
計

稲 梓 財 産 区 特 別 会 計

下田駅前広場整備事業特別会計

公 共 用 地 取 得 特 別 会 計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

特　別　会　計　名

216万円

878万円

302万円

31億7,252万円

28億5,681万円

3億9,155万円

4,396万円

予　算　額

492万円

874万円

301万円

30億9,597万円

27億7,429万円

3億8,558万円

4,377万円

収入済額

78万円

471万円

301万円

30億1,066万円

25億9,117万円

3億7,978万円

3,904万円

支出済額

一 般 会 計

集落排水事業特別会計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

市　債　残　高      計

会計名

110億7,350万円

7,444万円

29億4,010万円

47億2,504万円

188億1,309万円

市債残高

15億4,215万円

8億6,014万円

9,720万円

2億5,905万円

27億5,854万円

１億0,725万円

1億6,675万円

1,602万円

1,542万円

３億0,544万円

社 会 福 祉

社 会 保 険

保 健 衛 生

子 ど も 子 育 て

地方消費税交付金
充当事業　計　　

地方消費税交付金
（社会保養財源分）
充当事業区分

地方消費税交付金
（社会保障財源分）

充当額
事業費

24.6%

24.6%

24.6%

24.6%

24.6%

対一般財源の
充当割合

環境衛生施設

観光施設等

消 防 施 設

地方債償還金

入湯税
充当事業 計

入湯税
充当事業区分

0円

5,245万円

0円

0円

5,245万円

入湯税
充当額

0%

50.8%

0%

0%

0%

対一般財源の
充当割合

622万円

２億4,143万円

1,979万円

3,092万円

2億9,836万円

事業費

都市計画事業

街 路 事 業

公 園 事 業

下水道事業（繰出金）

都市計画事業
地方債償還額

都市計画税充当事業区分

1,734万円

5,549万円

897万円

1億1,581万円

4億4,465万円

6億4,226万円

事業費

59万円

1,479万円

557万円

2,649万円

1億0,172万円

1億4,916万円

都市計画税充当額

100.0%

100.0%

100.0%

22.9%

22.9%

25.7%

対一般財源の
充当割合

都市計画税充当事業　計

そ の 他

都市計画事業

水

道

事

業

会

計令和３年度下田市水道事業会計は、8,829万円の黒字となり、当期純利益（税抜）は、
4,145万円なりました。

営 業 収 益

営業外収益

特 別 利 益

営 業 費 用

営業外費用

特 別 損 失

6億5,317万円

6億1,814万円

3,503万円

0円

5億6,844万円

5億2,642万円

3,846万円

0円

収益的収支（税込）

収　入　合　計

項　　　目 収  入  済  額 項　　　目 支  出  済  額

支　出　合　計

その他
8,269万円
0.6%

積立金
10億1,621万円

8.0%

繰出金
10億4,320万円

8.2%

災害復旧事業費
3,828万円
0.3%

普通建設事業費
15億7,569万円
12.3%

維持補修費
9,137万円
0.7%

補助費等
22億4,370万円
17.6%

物件費
17億2,975万円
13.5%

公債費
7億6,205万円
6.0%

扶助費
21億2,905万円
16.7%

人件費
20億6,125万円
16.1%

投資的経費
16億1,397万円
12.6％

投資的経費
16億1,397万円
12.6％

義務的経費
49億5,235万円
38.8％

義務的経費
49億5,235万円
38.8％

消費的経費
40億6,482万円
31.8％

消費的経費
40億6,482万円
31.8％

その他
 21億4,210万円
16.8％

その他
 21億4,210万円
16.8％

歳出総額
127億7,324万円
（性質別）

地方特例交付金ほか
8億3,080万円
6.0%

県支出金
7億5,453万円
5.5%

市債
14億9,170万円
10.9%

国庫支出金
22億3,918万円
16.4%

地方交付税
35億4,042万円
25.9%

繰越金、
諸収入ほか

15億6,221万円
11.4%

繰入金
5億0,154万円
3.7%

市税
27億7,136万円
20.2%

自主財源
48億3,511万円
35.3%

自主財源
48億3,511万円
35.3%

依存財源
88億5,663万円
64.7%

依存財源
88億5,663万円
64.7%

歳入総額
136億9,174万円
（性質別）

収入が不足する３億9,353万円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額
4,588万円、当年度損益勘定留保資金2億4,116万円、減債積立金１億0,649万円で補
てんしました。

令和３年度下田市下水道事業会計は、２億1,593万円の黒字となり、当期純利益（税抜）
は、1億9,356万円なりました。

収入が不足する４億2,849万円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額
2,237万円、当年度分損益勘定留保資金2億1,523万円、減債積立金取崩額１億4,006
万円、当年度利益剰余金処分額5,082万円で補てんしました。

企 業 債

出 資 金

負担金・その他

建設改良費

企業債償還金

そ の 他

２億9,312万円

２億7,620万円

0円

1,692万円

６億8,665万円

５億1,985万円

１億6,553万円

127万円

資本的収支（税込）

収　入　合　計

項　　　目 収  入  済  額 項　　　目 支  出  済  額

支　出　合　計

営 業 収 益

営業外収益

特 別 利 益

営 業 費 用

営業外費用

特 別 損 失

８億8,644万円

1億3,913万円

7億4,731万円

0円

６億7,051万円

６億1,385万円

5,666万円

0円

収益的収支（税込）

収　入　合　計

項　　　目 収  入  済  額 項　　　目 支  出  済  額

支　出　合　計

企 業 債

出 資 金

負担金・その他

建設改良費

企業債償還金

そ の 他

４億0,435万円

２億5,340万円

5,167円

9,928円

８億3,284万円

３億6,618万円

４億6,666万円

0円

資本的収支（税込）

収　入　合　計

項　　　目 収  入  済  額 項　　　目 支  出  済  額

支　出　合　計

　市民の皆さまに市の財政状況をお知らせするため、毎年６月と12月に財政事情を公表しています。
これは、皆さまの税金や国、県からの交付金がどのように使われているかを示す、下田市の家計簿とよべ
るものです。
令和３年度決算 一般会計
　令和３年度は、歳入が約136億9,174万円、歳出が約127億7,324万円の決算となりました。繰越財源を
除いた実質収支は約８億9,870万円となり、実質収支から前年度繰越金を差し引き、財政調整基金の積
立・取崩を加味した実質単年度収支では約３億7,059万円の黒字となりました。

～下田市の財政事情を公表します～～下田市の財政事情を公表します～

一
般
会
計

広報しもだ 2022.12 月号 - 4 -- 5 - 広報しもだ 2022.12 月号



　令和４年９月末現在の、各会計の収入、執行状況は次のとおりです。負担金や使用料・手数料など、歳
入の確保に努めるとともに、歳出では効率的な執行を図りながら、これまでと同様、財政の健全化に努め
ていきます。
　市では、今後も市の財政状況がどのような状況であるのか市民の皆さまにお知らせし、市政への理解を
深めていただくために、定期的に｢財政状況の公表｣を行っていきます。

民 生 費

総 務 費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

商 工 費

消 防 費

農 林 水 産 費

議 会 費

そ の 他

地 方 交 付 税

市 税

国 庫 支 出 金

市 債

県 支 出 金

繰 越 金

繰 入 金

地方消費税交付金

寄 附 金

諸 収 入

そ の 他

●令和４年度特別会計及び事業会計の執行状況

予算額
収入・支出済額

グラフの見方
区　分　名

色付は収入・執行率（％）

47.1%

36.3%

21.7%

52.8%

65.6%

100%

10.9%

0%

33.3%

61.3%

67.8%

30.9%

50.2%

35.8%

45.2%

55.6%

50.8%

32.6%

30.9%

45.0%

25.3%

43.5%

特 別 会 計 名 予 　 算 　 額 収 入 済 額 支 出 済 額

計 93億5,923万円 37億8,660万円 30億2,175万円

稲 梓 財 産 区 特 別 会 計
下田駅前広場整備事業特別会計
公 共 用 地 取 得 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 会 計

503万円
911万円
402万円

31億4,630万円
28億9,711万円
４億0,601万円

2,643万円
12億8,955万円
15億7,567万円

568万円
657万円
1万円

12億6,511万円
14億3,703万円
1億3,328万円
1,990万円

3億2,813万円
5億9,089万円

4万円
71万円
0円

12億3,512万円
10億4,273万円

8,624万円
721万円

2億0,510万円
4億4,460万円

17億6,198万円
40億5,454万円

５億8,937万円
23億2,786万円

６億8,004万円
15億1,239万円

４億1,904万円
13億5,821万円

３億8,667万円
11億8,688万円

４億1,683万円
８億1,980万円

３億1,883万円
５億7,344万円

２億2,151万円
４億8,995万円

8,854万円
２億4,712万円

5,440万円
１億0,847万円

3,112万円
1億0,056万円

49億6,833万円
127億7,922万円

執行率 38.9%

22億4,732万円
33億1,457万円

17億0,254万円
27億7,910万円

7億7,132万円
23億1,800万円

0円
８億0,900万円

6,800万円
６億2,547万円

９億1,849万円
９億1,849万円

３億8,577万円
５億8,810万円

２億9,050万円
５億5,000万円

6,503万円
３億0,027万円

7,252万円
１億9,994万円

１億7,732万円
３億7,628万円

歳出
66億9,881万円
127億7,922万円

収入率　52.4％

歳入

令和４年度上期執行状況令和４年度上期執行状況

令和４年度一般会計の執行状況
予算額127億7,922万円

※繰越免許を含む

広報しもだ 2022.12 月号 - 6 -- 7 - 広報しもだ 2022.12 月号

防災かわら版　防災かわら版　～南海トラフ地震臨時情報をご存じですか？～～南海トラフ地震臨時情報をご存じですか？～

問合せ先　防災安全課防災係（窓口⑩）☎㊱４１４５

～「南海トラフ地震臨時情報」とは？～
　想定震源域内で大規模地震や地殻変動などの異常な現象を観測した場合には、気象庁から以下の

「臨時情報」が発表されます。

～「南海トラフ地震臨時情報」が発表されたらどうするの？～

発表内容 発表条件

調査中
・観測された異常な現象が、南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか

調査を開始した場合、または調査を継続している場合

巨大地震警戒
・南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界において、M8.0 以上の地震が発

生したと評価した場合

巨大地震注意

・南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界において、M7.0 以上、M8.0 未満
の地震が発生したと評価した場合

・想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側 50km 程度までの範

囲で M7.0 以上の地震が発生したと評価した場合

・ひずみ計などで有意な変化として捉えられる、短い期間にプレート境界の固着

状態が明らかに変化しているような、通常とは異なるゆっくりすべりが観測さ

れた場合

調査終了 ・巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

気象庁が南海トラフの想定震源域等で異常な現象を観測

⇒　個々の状況に応じて避難などの防災対応を準備・開始

⬇
気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

⬇ ⬇ ⬇
南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報

（調査終了）

⬇ ⬇
巨大地震警戒対応

●地震発生後の避難では間に

合わない可能性があるな

ど、個々の状況に応じて避

難の準備を整え自主的に避

難

巨大地震注意対応

●地震への備えを再確認

●必要に応じて自主的に避難

を実施

●すぐ逃げられるよう非常食

やヘルメットを玄関に

●寝るときは枕元に履きなれ

た靴を用意

⬇
巨大地震注意対応

●地震への備えを再確認

●必要に応じて自主的に避難

を実施

⬇ ⬇
大規模地震の発生に備え注意しながら日常生活を送る

地震
発生から
５～ 30分後

地震
発生から

最短 2時間後

（最短）
2時間程度
～ 1週間

２週間

出典：気象庁ホームページ　リーフレット「南海トラフ地震－その時の備え－」（内閣府・気象庁）
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う
っ
か
り
忘
れ
て
納
付
期
限
を

　

う
っ
か
り
忘
れ
て
納
付
期
限
を

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
方
や
、
忙
し
く

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
方
や
、
忙
し
く

て
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

て
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
時
間
が

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
時
間
が

な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
保
険

と
思
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
に
は
、
保
険
料
を
前
払

料
の
納
付
に
は
、
保
険
料
を
前
払

い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
制

い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
制

度
」
や
便
利
で
お
得
な
「
口
座
振

度
」
や
便
利
で
お
得
な
「
口
座
振

替
」
が
あ
り
ま
す
。

替
」
が
あ
り
ま
す
。

　

１
年
前
納
は
口
座
振
替
又
は
納

　

１
年
前
納
は
口
座
振
替
又
は
納

付
書
で
、
２
年
前
納
は
口
座
振
替

付
書
で
、
２
年
前
納
は
口
座
振
替

で
納
め
ま
す
。

で
納
め
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
又
は

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
又
は

年
金
事
務
所
や
市
役
所
で
手
続
を

年
金
事
務
所
や
市
役
所
で
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
方
法
は
、
２
年
前

　

口
座
振
替
の
方
法
は
、
２
年
前

納
、
１
年
前
納
、
６
か
月
前
納
、

納
、
１
年
前
納
、
６
か
月
前
納
、

当
月
末
振
替

当
月
末
振
替((

早
割
早
割))

、
翌
月
末

、
翌
月
末

振
替
の
５
種
類
が
あ
り
ま
す
。　

振
替
の
５
種
類
が
あ
り
ま
す
。　

　

な
お
、
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、

　

な
お
、
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、

６
か
月
前
納
（
４
～
９
月
）
を
希

６
か
月
前
納
（
４
～
９
月
）
を
希

望
さ
れ
る
方
は
２
月
末
日
ま
で
、

望
さ
れ
る
方
は
２
月
末
日
ま
で
、

６
か
月
前
納
（

６
か
月
前
納
（
1010
～
翌
年
３
月
）

～
翌
年
３
月
）

を
希
望
さ
れ
る
方
は
８
月
末
日
ま

を
希
望
さ
れ
る
方
は
８
月
末
日
ま

で
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
書
で
の
前
納
（
日
本
年
金

　

納
付
書
で
の
前
納
（
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
）
を
希

機
構
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
）
を
希

望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
に
印
字

望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
に
印
字

さ
れ
て
い
る
納
期
限
ま
で
に
納
め

さ
れ
て
い
る
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
前
納
用
の
納
付
書

て
く
だ
さ
い
。
前
納
用
の
納
付
書

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
年
金
事

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

三
島
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

三
島
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
５
５
‐
９
７
３
‐
１
１
６
６

☎
０
５
５
‐
９
７
３
‐
１
１
６
６

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

　

伊
豆
半
島
南
部
に
位
置
す
る
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
開
国
の
ま

ち
、
下
田
市
を
舞
台
に
第
25
回
下

田
水
仙
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
を
開
催

し
ま
す
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、２
年
連
続
で
中
止
と
な
っ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
年

は
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

令
和
５
年
１
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

８
日
（
日
）

集
合
場
所
・
ス
タ
ー
ト
地
点

道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と

受
付
時
間

８
時
（
両
日
、
全
コ
ー
ス
）

出
発
式

９
時
15
分
（
両
日
、
全
コ
ー
ス
）

コ
ー
ス
等
に
つ
い
て　

　

１
日
目
は
豊
か
な
自
然
を

満
喫
で
き
る
「
須
崎
遊
歩
道
」、

「
３
０
０
万
本
の
水
仙
」
が
一
面
に

咲
き
誇
る
ロ
マ
ン
溢
れ
る
コ
ー
ス
。

　

２
日
目
は
吉
田
松
陰
先
生
踏
海

へ
の
道
「
伊
豆
東
浦
路
」
、
白
砂

の
海
「
白
浜
海
岸
」、
下
田
の
開

国
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た
様
々
な
地

を
巡
る
コ
ー
ス
。

一
般
参
加
料

事
前　

１
５
０
０
円

当
日　

２
０
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

地
元
割
引

一
般　

５
０
０
円

※
地
元
割
引
は
下
田
市
及
び
賀
茂

郡
に
在
住
の
方
が
対
象
で
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
等
を
同

伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

観
光
交
流
課
に
電
話
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
申
し
込
み
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。
又
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
し
込
み
「
モ
シ
コ
ム
」

で
検
索
も
し
く
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

観
光
交
流
課　

　
　

 

（
窓
口
⑪
）
☎
㉒
３
９
１
３

南伊豆地域広域ごみ処理事業について南伊豆地域広域ごみ処理事業について
問合せ先　環境対策課施設整備係　㉒６６８６

１か月分 ６か月分 １年分 ２年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付 16,590 　　- 99,540 - 199,080 　　- 397,320 -

現金納付

（前納）
　　- 　　- 98,730 810 195,550 3,530 382,780 14,540

口座振替

（前納）
16,540

50

(早割)
98,410 1,130 194,910 4,170 381,530 15,790

クレジット 16,590 - 98,730 810 195,550 3,530 382,780 14,540

令和４年度　納付額早見表（現金納付と口座振替の比較）　（円）

お
得
に
便
利
に
納
め
る
年
金

 

～
口
座
振
替
と
割
引
制
度
～

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
費
補
助

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
費
補
助

　

は
じ
め
て
ス
マ
ホ
を
購
入
さ
れ

る
シ
ニ
ア
世
代
の
方
に
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件

・
65
歳
以
上
の
下
田
市
民

・
市
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と

・
初
め
て
の
購
入
で
あ
る
こ
と

・
非
営
利
目
的
で
あ
る
こ
と

・
本
人
が
購
入
す
る
こ
と

・
指
定
の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と

・
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
す
る
こ
と

・
指
定
店
舗
で
購
入
す
る
こ
と

指
定
購
入
店
舗

　

・
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
下
田

　

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
下
田

　

・
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
下
田
店

　

・
小
林
テ
レ
ビ
設
備
（
有
）

指
定
の
講
座
に
つ
い
て

　

市
が
主
催
す
る
①
の
講
座
又
は

次
の
店
舗
で
開
催
す
る
講
座
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
下
田

　

・
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
下
田
店

　

・
小
林
テ
レ
ビ
設
備
（
有
）

補
助
額

　

上
限
一
万
円

※
対
象
は
本
体
購
入
費
（
消
費
税

は
除
く
）
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
値

引
き
が
あ
る
場
合
は
値
引
き
後

の
金
額
、
分
割
払
い
の
場
合
は

支
払
済
の
金
額
が
対
象
で
す
。

本
体
価
格
が
上
限
に
満
た
な
い

場
合
は
、
本
体
購
入
費
の
千
円

未
満
を
切
り
捨
て
た
額
が
補
助

額
と
な
り
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

令
和
５
年
２
月
10
日
（
金
）
ま
で

※
申
請
方
法
は
指
定
店
舗
又
は
問

　

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

　
　
　
　

筆
記
用
具

内
容　

基
礎
知
識
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
接
続
、
カ

メ
ラ
の
使
い
方
、
メ
ー
ル
、
便
利

な
ア
プ
リ
の
使
い
方
等

 

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ま
の

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ま
の

  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
を
支
援
し
ま
す
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
を
支
援
し
ま
す
！

「ごみの減量化・資源化を考えるワークショップ」を開催しました「ごみの減量化・資源化を考えるワークショップ」を開催しました

　公募に応じてくださった１市３町の住民と事業者、下田高校生、行政職員等によるワークショップを 10/16、

11/6、11/27 の３回にわたって開催し、各グループで活発な意見交換が行われました。

　各回の模様はホームページに「ワークショップ通信」を掲載しておりますが、次号以降で詳しくお伝えします。

　10/27 には職員向けのワークショップを開催しました。市役所も事業所の一つとして、これまでも紙ごみの

削減等に取り組んできましたが、より一層の減量化や資源化を図るにはどうしたら良いか、若手職員を中心に

意見交換を行いました。実現可能性の高いアイデアから順次反映させていく予定です。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

ス
マ
ホ
所
有
者
向
け

　

シ
ニ
ア
世
代
の
初
心
者
向
け
講

座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時

基
礎
編　

令
和
５
年
１
月
11
日
（
水
）

応
用
編　

令
和
５
年
１
月
18
日
（
水
）

両
日
と
も
14
～
16
時

※
参
加
の
場
合
、
基
礎
編
、
応
用
編

の
両
方
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と

　
　
　

４
階
会
議
室
２

定
員　

20
名
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

ス
マ
ホ
未
所
有
者
向
け

　

シ
ニ
ア
世
代
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
講
座
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

日
時　

12
月
20
日
（
火
）

　
　
　

14
時
～
16
時

場
所　

市
民
文
化
会
館
大
会
議
室

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

講
師　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

内
容　

基
礎
知
識
、
基
本
操
作
、
文
字
入

力
、
ア
プ
リ
の
紹
介
等

※
当
日
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
Ｏ
Ｓ
）
を
一
人
に

一
台
お
貸
し
し
て
、
実
際
に
操

作
し
な
が
ら
講
座
を
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
情
報
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
２
１



　　

例
え
ば
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

　

例
え
ば
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
。
身
近
な

歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
。
身
近
な

と
こ
ろ
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進

と
こ
ろ
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進

み
、
社
会
が
着
実
に
良
く
な
っ
て

み
、
社
会
が
着
実
に
良
く
な
っ
て

い
る
と
実
感
す
る
。
た
だ
、
こ
う

い
る
と
実
感
す
る
。
た
だ
、
こ
う

し
た
施
設
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、

し
た
施
設
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、

大
切
な
何
か
が
置
き
忘
れ
ら
れ
な

大
切
な
何
か
が
置
き
忘
れ
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
そ
の
命
題

い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
そ
の
命
題

に
つ
い
て
の
完
結
編
で
す
。

に
つ
い
て
の
完
結
編
で
す
。

　　

2020
年
程
前
、
ア
メ
リ
カ
へ
２
週

年
程
前
、
ア
メ
リ
カ
へ
２
週

間
程
度
視
察
に
行
っ
た
。
ポ
ー
ト

間
程
度
視
察
に
行
っ
た
。
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
等
の
市

ラ
ン
ド
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
等
の
市

役
所
を
回
っ
て
、
あ
る
政
策
の
先

役
所
を
回
っ
て
、
あ
る
政
策
の
先

進
的
取
組
を
調
査
し
た
の
だ
が
、

進
的
取
組
を
調
査
し
た
の
だ
が
、

そ
の
間
の
あ
る
日
の
バ
ス
の
乗
り

そ
の
間
の
あ
る
日
の
バ
ス
の
乗
り

降
り
の
時
の
出
来
事
で
あ
る
。

降
り
の
時
の
出
来
事
で
あ
る
。

　

よ
く
「

　

よ
く
「May

 
I h

elp
 yo

u ?
May

 
I h

elp
 yo

u ?

（
何
（
何

か
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
）」
と
、

か
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
）」
と
、

困
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
る
風

困
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
る
風

習
が
欧
米
の
人
た
ち
に
浸
透
し
て

習
が
欧
米
の
人
た
ち
に
浸
透
し
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
私
自
身
も
外

い
る
と
言
わ
れ
る
。
私
自
身
も
外

国
で
色
々
な
人
の
親
切
に
助
け
ら

国
で
色
々
な
人
の
親
切
に
助
け
ら

れ
た
経
験
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

れ
た
経
験
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
は
そ
の
逆
の
こ

と
こ
ろ
が
そ
の
日
は
そ
の
逆
の
こ

と
が
起
き
て
面
食
ら
っ
た
。
私
が

と
が
起
き
て
面
食
ら
っ
た
。
私
が

と
あ
る
バ
ス
停
で
バ
ス
か
ら
降
り

と
あ
る
バ
ス
停
で
バ
ス
か
ら
降
り

た
と
き
、
背
後
の
バ
ス
の
中
か
ら

た
と
き
、
背
後
の
バ
ス
の
中
か
ら

声
が
か
か
っ
た
。
高
齢
の
女
性

声
が
か
か
っ
た
。
高
齢
の
女
性

が
「
が
「C

a
n y

o
u h

e
lp me

?
C
a
n y

o
u h

e
lp me

?

（
あ
な

（
あ
な

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

ハ ロ ウ ィ ン
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こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　

～
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
る(

後
編)

～

た
ち
ょ
っ
と
手
を
貸
し
て
く
れ

た
ち
ょ
っ
と
手
を
貸
し
て
く
れ

る
？
）」
と
言
っ
て
き
た
の
だ
。

る
？
）」
と
言
っ
て
き
た
の
だ
。

足
腰
の
弱
っ
て
い
る
ご
婦
人
が
、

足
腰
の
弱
っ
て
い
る
ご
婦
人
が
、

何
の
遠
慮
も
な
く
、
ご
く
自
然
に

何
の
遠
慮
も
な
く
、
ご
く
自
然
に

「
手
を
貸
し
て
」
と
言
う
。
む
ろ

「
手
を
貸
し
て
」
と
言
う
。
む
ろ

ん
断
る
理
由
も
な
い
。
私
は
ハ
イ

ん
断
る
理
由
も
な
い
。
私
は
ハ
イ

ハ
イ
と
手
を
差
し
出
し
て
彼
女
が

ハ
イ
と
手
を
差
し
出
し
て
彼
女
が

バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
歩
道
に
降

バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
歩
道
に
降

り
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
あ
り

り
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
あ
り

が
と
う
、
と
そ
の
人
は

が
と
う
、
と
そ
の
人
は
普
通
に

普
通
に

4

4

4

4

4

4

礼礼

を
言
い
、歩
道
を
去
っ
て
い
っ
た
。

を
言
い
、歩
道
を
去
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
ご
く
普
通
の
自
然
な
空
気

　

こ
の
ご
く
普
通
の
自
然
な
空
気

感
が
と
て
も
爽
快
だ
っ
た
。
良
い

感
が
と
て
も
爽
快
だ
っ
た
。
良
い

社
会
だ
な
と
素
直
に
思
っ
た
。
そ

社
会
だ
な
と
素
直
に
思
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
時
、
な
ぜ
か
ふ
と
「
橋

し
て
そ
の
時
、
な
ぜ
か
ふ
と
「
橋

の
な
い
川
（
先
月
号
）」
の
こ
と

の
な
い
川
（
先
月
号
）」
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
の
だ
。
あ
あ
、
こ

を
思
い
出
し
た
の
だ
。
あ
あ
、
こ

れ
が
れ
が
橋
の
あ
る

橋
の
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

社
会
な
の
だ
と
。

社
会
な
の
だ
と
。

  

装
置
や
機
械
と
い
っ
た
設
備
の

装
置
や
機
械
と
い
っ
た
設
備
の

整
備
拡
充
は
、
障
害
者
の
自
立
的

整
備
拡
充
は
、
障
害
者
の
自
立
的

行
動
を
支
え
る
上
で
必
要
不
可
欠

行
動
を
支
え
る
上
で
必
要
不
可
欠

だ
。
し
か
し
、
設
備
が
あ
る
こ
と

だ
。
し
か
し
、
設
備
が
あ
る
こ
と

で
、
人
と
人
が
互
い
に
労
り
合
う

で
、
人
と
人
が
互
い
に
労
り
合
う

気
持
ち
ま
で
も
が
薄
め
ら
れ
る
よ

気
持
ち
ま
で
も
が
薄
め
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
い
。

　

バ
リ
ア
も
橋
も
ひ
っ
き
ょ
う
私

　

バ
リ
ア
も
橋
も
ひ
っ
き
ょ
う
私

た
ち
の
心
の
中
に
あ
る
の
か
も
し

た
ち
の
心
の
中
に
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
、
と
思
う
の
で
す
。

れ
な
い
、
と
思
う
の
で
す
。

４日(水)　開放開始

５日(木)　こま作り

６日(金)　こま作り

11日(水)　めだかルーム９時～11時30分

13日(金)　ふれあい遊び　※午後閉館（清掃・消毒）

16日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

18日(水)　あひるルーム　９時～11時30分

20日(金)　誕生会　10時30分～

23日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　保健師・栄養士来所

24日(火)　うさぎルーム　９時～11時30分　

25日(水)　交通安全教室

27日(金)　ふれあい遊び　※午後閉館（清掃・消毒）

30日(月)　鬼のお面作りと節分のお話

31日(火)　鬼のお面作りと節分のお話

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は子育て支援センターまでお問合わせください。

11/ １　森林体験教室

　敷根公園で、伊豆森林組合と下田市による森林教室

を開催しました。今年は下田小学校の４年生が参加し、

ツリークライミング体験、木製コースター作り体験を

行い自然を感じ楽しむことができました。

1 1 月の
できごと
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 ３日　Sea&Rainbow We are shimoda kids       

 ４日　これば！＆お父さんと一緒の子育て講座

 ６日　大特産市

 ８日　秋の全国火災予防運動防災パレード

16 日　全国瞬時警報システム一斉伝達訓練　

18 日　第 67 回下田市芸術祭

19 日　河津下田道路 （Ⅰ期） 起工式

20 日　鮎の詩子どものためのおはなし会

11/19　土木の魅力を体験　

　県下田土木事務所等により「土木の日」イベントが開

かれました。会場では建設車両の展示・操作体験、測量

体験やパネル展示などが行われ、高所作業車の乗車では、

約10ｍの高さからの景色に子どもたちは興奮していた。

11/17　市町対抗駅伝結団式
　12 月３日（土）開催の静岡県市町対抗駅伝競走大

会に向け、下田市選手団の結団式を行いました。選手・

監督・スタッフが一丸となり、チームの思いをのせ

たタスキを繋いでゴールを目指します。

11/12　南海トラフ地震に備え合同訓練

　緊急消防援助隊の第６回全国合同訓練がサテライ

ト会場の安田造船所跡地で行われました。南海トラ

フ地震の災害現場を想定し、倒壊家屋からの救助や

津波漂流者の救出訓練に取り組みました。

10/29　ハロウィンお菓子作り　　　

　中央公民館調理室にて、中央公民館講座親子和菓子作

り教室を開催しました。親子９組20名に参加していた

だき、グループで協力してハロウィンをテーマにした３

種類の和菓子を作りました。

11/11　明治安田生命寄附

　明治安田生命保険様から地元支援「私の地元応援

募金」活動の一環として、51 万 6 千円が寄贈されま

した。昨年に引き続き４回目の寄附で、感染拡大防

止対策費用など有効に使わせていただきます。

　赤や黄色で彩られていた木々の葉も、いつの間にか

散って、今年のカレンダーもあと一枚となり、慌しい

季節がやってきました。感染予防のためにも手洗い、

うがいの励行、十分な睡眠と栄養を心がけ、元気に過

ごしましょう。また、寒いとついつい厚着をさせてし

まいがちですが、暖房で暖まっている室内では上着で

の温度調節を心がけましょう。自分で体温調節ができ

ない乳児には、大人の気遣いが大切ですね。

あひるルーム（敷根公園）

にこにこサークル製作 誕 生 日 会



②
①
以
外
の
家
屋
で
左
記
の
場
合

・
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
工
事

が
完
了
し
た
が
１
月
１
日
ま
で

に
登
記
手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い

・
増
築
部
分
を
登
記
し
な
い

・
取
り
壊
し
後
に
滅
失
登
記
を
行

わ
な
い

　

該
当
の
あ
る
方
は
、
左
記
届
出

先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
期
限

令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）

届
出
・
問
合
せ
先

税
務
課
資
産
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑧
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

①
建
設
工
事
、
②
建
設
業
関
連

業
務
、
③
物
品
の
製
造
等
（
役
務

の
提
供
含
む
）
、
④
特
例
建
設
工

事
に
係
る
入
札
参
加
審
査
申
請
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
請
と
同
時
に
電
子
入
札
利
用
者

登
録
番
号
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
混
雑
防
止
の
た
め
、
申
請

日
の
２
日
以
上
前
（
土
日
祝
日
を

除
く
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
５
日
（
木
）
～
31

日
（
火
）
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

す
ぐ
お
金
を
用
意
し
て
。
代
わ
り

の
者
が
取
り
に
行
く
。
」
等
と
い

う
電
話
は
詐
欺
で
す
。

～
代
わ
り
の
者
が
取
り
に
行
く
は

詐
欺
！
～

～
留
守
番
電
話
設
定
な
ど
の
電
話

機
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
～

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　

過
去
２
シ
ー
ズ
ン
流
行
が
な

か
っ
た
た
め
免
疫
が
な
い
３
歳
未

満
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
の
一

部
を
県
が
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
子
ど
も

①
県
内
に
居
住
し
て
い
る
子
ど
も

②
接
種
時
に
生
後
６
か
月
以
上
の

子
ど
も
か
ら
令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
３
歳
未
満
の
子
ど
も

（
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
）
ま
で

③
令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
１
月
31
日
ま
で
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
し
た
子

ど
も

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
ご
案
内
し
、
消
費
生

活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝

い
す
る
も
の
で
す
。

　

「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け

が
を
し
て
し
ま
っ
た
」「
お
試
し

購
入
の
は
ず
が
定
期
購
入
契
約
に

な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

が
接
種
で
き
る
。
後
日
全
額
返
金

さ
れ
る
の
で
10
万
円
を
振
り
込
む

よ
う
に
」
と
の
不
審
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル

や
、「
豪
雨
で
雨
漏
り
し
修
理
し
て

も
ら
っ
た
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ

た
」
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
（
い
や
や
！
）
」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

受
付
時
間

９
時
～
11
時
30
分
、

13
時
30
分
～
16
時
30
分

受
付
場
所　

財
務
課
検
査
係
（
市
役
所
本
館
２
階
）

※
な
る
べ
く
郵
送
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
は
書
留
郵
便
）。

ま
た
、
持
参
又
は
郵
送
ど
ち
ら

も
返
信
用
封
筒
（
84
円
切
手
貼

り
付
け
）
が
必
要
で
す
。

有
効
期
間 

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
財
務
課
検

査
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先

財
務
課
検
査
係　

☎
㉒
３
９
１
２

　

静
岡
県
下
各
警
察
署
で
は
12
月

15
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
、

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
外
出
す
る
機
会
も

多
く
な
る
の
で
、
玄
関
や
窓
の
カ

ギ
か
け
を
徹
底
し
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
や
防
犯
じ
ゃ
り
な
ど
の
防
犯

グ
ッ
ズ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
下
田
警
察
署
管
内
で
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
電
話
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

息
子
や
孫
な
ど
を
名
乗
り
「
会

社
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
。
今

　

会
社
又
は
個
人
で
工
場
や
商
店

等
の
経
営
、
不
動
産
貸
付
業
を

行
っ
て
い
る
方
で
、
令
和
５
年
１

月
１
日
現
在
、
事
業
用
の
構
築
物
・

機
械
・
備
品
等
の
償
却
資
産
を
市

内
に
所
有
し
て
い
る
方
は
、
１
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
資
産
税
係
へ

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
は
が
き
が
届
い
た
方
で
、
令
和

４
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な
い

方
は
申
告
不
要
で
す
（
電
算
申

告
は
除
く
）

問
合
せ
先

税
務
課
資
産
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑧
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、

１
月
１
日
現
在
、
法
務
局
に
届
け

出
て
い
た
だ
い
た
登
記
情
報
を
も

と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

左
記
の
場
合
に
お
い
て
は
、
市
役

所
窓
口
に
直
接
ご
連
絡
・
届
出
を

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
未
登
記
家
屋
（
法
務
局
に
登
録

の
な
い
家
屋
）

・
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し

・
名
義
変
更

許
を
持
つ
場
合
３
９
０
０
円
）

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
農
林
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

賀
茂
農
林
事
務
所
森
林
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
８
２

※
受
講
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

開
催
日　

令
和
５
年
１
月
27
日(

金)

場
所　

静
岡
労
政
会
館

講
習
内
容　

実
技
の
み

・
鳥
獣
の
知
識
と
判
別
、
わ
な
の

知
識
と
判
別

・
模
擬
銃
に
よ
る
点
検
・
分
解
・

操
作

申
込
期
間　

12
月
12
日(

月)

～

令
和
５
年
１
月
12
日
（
木
）

定
員　
（
先
着
順
）

・
わ
な
猟　

２
０
０
人

・
第
一
種
銃
猟　

80
人

申
込
方
法

　

静
岡
県
猟
友
会
事
務
局
へ
電
話

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
及
び
送
料
含
む
）

問
合
せ
先

（
一
社
）
静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
５
４
‐
２
５
３
‐
６
４
２
７

平
日
９
時
～
12
時　

13
時
～
16
時

　

市
で
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
高
等
学
校
、
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
も
し
く
は

専
修
学
校
な
ど
に
就
業
し
て
い
る

学
生
又
は
生
徒
に
か
か
る
教
育
費

の
負
担
を
一
部
軽
減
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

内
容

　

教
育
機
関
に
就
学
す
る
た
め
の

入
学
金
、
授
業
料
、
生
活
費
等
の

教
育
資
金
に
関
す
る
融
資
を
日
本

政
策
金
融
公
庫
、
市
内
金
融
機
関

又
は
静
岡
県
労
働
金
庫
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
、
そ
の
利
子
の
一
部

を
補
給
し
ま
す
。

期
間　

５
年
以
内

対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
、
か
つ
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
１
年
以
上
記
録

さ
れ
て
い
る
方
、
世
帯
の
年
間
収

入
が
９
９
０
万
円
以
下
の
方
（
静

岡
県
労
働
金
庫
の
場
合
は
年
間
収

入
が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
方
）

問
合
せ
先

【
静
岡
県
労
働
金
庫
】

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

【
そ
の
他
金
融
機
関
】

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
３
９
２
９

　

12
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
夜
間

と
土
曜
日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
開
設
日
及
び
時
間

12
月
９
日(

金)

・
23
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

12
月
10
日(

土)

・
24
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階　

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

県
内
在
住
者
の
方
を
対
象
に
、

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日

令
和
５
年
２
月
19
日
（
日
）
９
時

場
所

【
第
一
種
・
第
二
種
銃
猟
】

静
岡
県
富
士
総
合
庁
舎

【
わ
な
猟
】

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ぬ
ま
づ

申
込
期
間

12
月
12
日
（
月
）
～

令
和
５
年
１
月
16
日
（
月
）

免
許
種
類　

わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種

銃
猟

申
込
方
法

　

申
請
書
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
賀
茂
農
林
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
賀
茂
農
林
事
務
所
窓

口
、
又
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
手
数
料

５
２
０
０
円
（
既
に
他
の
狩
猟
免
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

    　
　

 　
　
　
　

窓
口
延
長

12 月の納税
納期：12 月 26 日（月）

固定資産税　３期

国民健康保険税　 ８期

介護保険料    　 ６期

納期：１月４日（水）

後期高齢者医療保険料　５期
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令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
を

　
　
　
　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

年
末
特
別
警
戒
実
施

（広告）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し
・

　
　

名
義
変
更
の
際
は
届
け
出
を

静
岡
県
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
促
進
事
業
費
助
成
金

３
歳
未
満
の
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験
の

          

た
め
の
実
技
講
習
会

下
田
市
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

令
和
５
・
６
年
度
下
田
市

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

助
成
額

１
回
当
た
り
上
限
２
０
０
０
円　

（
１
人
当
た
り
２
回
ま
で
）

申
請
受
付
期
間

11
月
21
日
～
令
和
５
年
２
月
10
日

ま
で
（
必
着
）

申
請
受
付

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
電
子

申
請
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
か
ら
申
請

問
合
せ
先

県
感
染
症
対
策
課

 

☎
０
５
４-

２
２
１-

３
７
１
６

「静岡県インフルエンザ

予防接種受付申請ＱＲ



白　

浜　

野
口　

寛
一　

20　

83

　

〃　
　

藤
井　

俊
彦　

15　

77

11
月
届

二
丁
目　

佐
倉　

正
子　

15　

90

三
丁
目　

神
山　

惠
雄　

３　

84

六
丁
目　

和
泉　

保
仁　

７　

88

　

〃　
　

髙
寺　

彦
二　

１　

88

河　

内　

鈴
木　

攝
哉　

10/31　

93

立　

野　

原
田　

照
雄　

３　

81

西　

中　

平
井
友
紀
子　

４　

83

北
湯
ヶ
野　

前
田　

市
郎　

10　

70

須　

崎　

大
川
き
ん
子　

12　

101

吉
佐
美　

髙
橋　

今
枝　

11　

91

白　

浜　

佐
々
木
か
よ
子　

５　

70

　

〃　
　

長　
　

聖
至　

２　

75

　

〃　
　

藤
井
安
喜
子　

９　

101

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

10
月
16
日
か
ら
11
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
10
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

旧
岡
方
村　
　

川　

暖　
　

大
貴

11
月
届

六
丁
目　

松
本　

麻
那　

真
也

敷　

根　

片
山　

留
一　

伸

蓮
台
寺　

土
屋　

禾
乃　

敏
継

10
月
届

一
丁
目　

山
本　

兵
衛　

27　

82

六
丁
目　

鈴
木　

洋
子　

22　

78

　

〃　
　

齋
藤　

リ
ツ　

25　

93

西
本
郷　

笹
本　

定
行　

27　

90

　

〃　
　

渥
美　

博
夫　

16　

88

横　

川　

森
永　

兵
衞　

23　

93

吉
佐
美　

松
岡　

彰
司　

31　

90

柿　

崎　

芹
澤
と
も
子　

31　

74

須　

崎　

森　
　

久
子　

16　

86

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
気
を
つ
け

た
い
の
は
感
染
症
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
動
脈
硬
化
に
よ
る
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
な
ど
は
冬
場
に
多
く
な

る
疾
患
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
「
血
圧
脈
波
検
査

（A
B
I/ 

C
A
VI

）」
と
い
う
検
査
に

よ
り
動
脈
硬
化
の
程
度
や
血
管
年

齢
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

動
脈
硬
化
と
は
血
管
の
壁
に
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
蓄
積
し
、
壁
が
厚

く
な
っ
て
硬
く
な
っ
た
り
、
内
腔

が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
す

る
事
で
す
。
動
脈
硬
化
に
な
る
と

血
流
が
悪
く
な
り
、
手
足
の
冷
感

や
し
び
れ
、
痛
み
を
感
じ
る
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
（A

SO

）
又
は
末

梢
動
脈
疾
患
（PAD

）
と
い
う
病

気
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

血
圧
脈
波
検
査
（ABI/CAVI

）
で

わ
か
る
こ
と

①ABI･･･

上
腕
と
足
首
の
血
圧

比
（
血
管
の
詰
ま
り
具
合
を
調

べ
る
）

　

上
腕
と
足
首
の
血
圧
の
比
を
測

定
す
る
こ
と
で
血
管
の
狭
さ
の
程

度
が
分
か
り
ま
す
。
健
常
人
の
場

合
足
首
の
血
圧
は
上
腕
の
血
圧
よ

り
高
い
で
す
が
、
足
の
動
脈
が
詰

ま
っ
た
り
狭
く
な
っ
た
り
す
る
と

血
流
が
悪
く
な
る
こ
と
で
足
首
の

血
圧
が
上
腕
の
血
圧
よ
り
低
く
な

り
、
上
腕
と
足
首
の
血
圧
比
の
値

が
低
く
な
り
ま
す
。

②CAVI･･･

脈
波
伝
導
速
度
（
血

管
の
硬
さ
、血
管
年
齢
の
予
測
）

　

心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
血
液

に
よ
り
生
じ
た
拍
動
が
動
脈
を
通

じ
て
手
や
足
に
届
く
ま
で
の
速
度

の
事
で
、
動
脈
が
硬
い
ほ
ど
速
く

な
り
ま
す
。

　

検
査
時
間
は
10
分
ほ
ど
の
簡

単
な
検
査
で
す
。
生
理
検
査
室
で

は
こ
の
他
に
も
超
音
波
検
査
（
エ

コ
ー
）、
心
電
図
、
肺
機
能
検
査
、

脳
波
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
を
ご
希
望
の
場
合
は
医
師
の

診
察
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
受
診

時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

図書館で割箸プロジェクト

「グリーンバンクパネル展示」

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に
お越しください

今月のミニミニあーとぎゃらりー 募集中！ミニミニあーとぎゃらりー展示作品

　市立図書館には 「ミニミニあーとぎゃらりー」 という展示コーナーがあり、

皆さまの作品を随時募集しています。 絵画、 写真、 書、 手芸、 コレクショ

ン…何でもＯＫです。 グループでの展示も大歓迎です。 興味のある方は

図書館までお気軽にお問合せください。

11 月の

アートギャラリー

静岡県立伊豆の国特別支援学校

伊豆下田分校

「図工・美術作品」

広報しもだ 2022.12 月号 - 14 -

検
査
で
わ
か
る
動
脈
硬
化

臨
床
検
査
科
化

　成人向け　書名 著者名 出版社

秋雨物語 貴志 祐介 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ビューティフルからビューティフルへ

第 59 回文藝賞受賞作品
日比野 コレコ 河出書房新社

教誨 (キョウカイ ) 柚月 裕子 小学館

絶筆 石原 慎太郎 文藝春秋

新宿鮫 １２ 黒石 (ヘイシ ) 大沢 在昌 光文社

グッドナイト 折原 一 光文社

児童向け　書名 著者名 出版社

いちねんじゅう おばけずかん

（小学校低学年）

斉藤 洋　作

宮本 えつよし　絵
講談社

うさぎタウンのパン屋さん

（小学校低学年）

小手鞠 るい　作

松倉 香子　絵
講談社

地下室の日曜日 おばけだって

なやみます　（小学校低学年）

村上 しいこ　作

田中 六大　絵
講談社

宇宙飛行士　夢の仕事場シリーズ

（小学校高学年）
鈴木 喜生 朝日新聞出版

わたしたちの日常から世界がわかる

１３歳からのニューズウィーク　

（ヤングアダルト）

こどもニューズ

ウィーク編集部　編

ＣＣＣ

メディアハウス

１月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

１月 11日

（水）

市民相談
どなたでも
（要予約）

 10：00

～ 15：00

市役所

第２委員会室

法律相談
９：30

～ 12：00

市役所

第１委員会室

１月 12日

（木）
年金相談 どなたでも

（要予約）
９：00

～ 14：00

市民文化会館

大会議室

１月17日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ２年

12 月生 ８：50

～９：50
中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ２年

６月生

１月25日
（水）

人権相談
どなたでも

（予約不要）

10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室２

市民相談
どなたでも
（要予約）

10：00

～ 15：00

市役所

第２委員会室

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

１月26日

（木）

1歳６か月

児健診
Ｒ３年６月生

12：50

～ 14：00

文化会館　

小ホール
３歳児健診 Ｒ元年 11.12 月生

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

　12 月 17 日に開催を予定していました

　　「クリスマスイベント」は、　中止となりました。

　「伝承遊び体験」　

　　日時　１月 14 日（土）10：00 ～ 12：00

　　場所　まどが浜海遊公園

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　　日時　１月 19 日（木）10：00 ～ 12：00

　　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３　

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

12月 ２日～12月 ４日 土屋設備 22-6506

12月 ５日～12月11日 ㈱外岡組 22-1769・22-1250

12月12日～12月18日 斉藤住設 22-7245

12月19日～12月25日 ㈲渡辺住宅設備 22-1300

12月26日 ヤマト設備工業 23-3570

12月27日 須原設備 28-1161

12月28日 杉本設備工業㈱ 22-3040

12月29日 ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

12月30日 土屋設備 22-6506

12月31日 ㈱外岡組 22-1769・22-1250

１月 １日 斉藤住設 22-7245

１月 ２日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

１月 ３日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

１月 ４日～１月 ８日 須原設備 28-1161

受付 ： 「平日」 午後５時 15 分～翌午前８時 30 分、

　　　　 「土 ・ 日 ・ 祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分

人のうごき
    住民登録人口 11 月１日 増減

男　   ９，７３３　　　　　－９　

女 　１０，４２８  　　　－１０

計 　２０，１６１　　 　 －１９  

  　　世帯数　  １０，５２３ 

　  出　生  　４　　 転　入　５３ 

    死　亡  ３２　　 転　出　４４　　　

 

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に
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※排水管等の詰まりについては、 対象外となります。



　

浄化槽の処理対象人員に応じて　限度額 ７万円～５０万円の補助
（新築工事に伴うものは除く）　　※令和５年３月３１日まで

広
報

し
も

だ
　

令
和

4
年

12
月

２
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

旧岡方村にお住いの

 外岡　和徳さん・巴さんの

 長 女　華
か り ん

凜　ちゃん　（２か月）

東中にお住いの

佐藤　好英さん・里奈さんの

 長 女　一
い ち か

華　ちゃん　（７歳）

 長 男　竜
りゅうのすけ

ノ助　くん　（５歳）

★ Merry Xmas ★

小さなサンタクロースが、みんなに笑顔をプレゼ

ントします♡

公共下水接続助成金拡充へ！！

市ホームページ QR

拡充期限迫る拡充期限迫るつ
な
が
る
下
田
、

つ
な
げ
る
下
水
道

年末年始の市の業務について
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
戸籍・住民票・印鑑

証明書など
○ ○ △ △ △ △ △ △ ○ ○

一般業務 ○ ○ × × × × × × ○ ○

ごみ収集
（燃えるごみ）

〇 × ○ 〇 × × × × × 〇

清掃センター
ごみ持ち込み

○ ○ ○ 〇 × × × × ○ ○

市立図書館 〇 × × × × × × × ○ ○

市民文化会館 〇 × × × × × × × ○ ○

敷根プール ○ ○ × × × × × × ○ ○

ごみ収集について
　12月 29日（木）は月・木の収集地区、12月 30日（金）は火・金

の収集地区の収集を行います。１月２日（月）～１月３日（火）の

収集はお休みです。

ごみ持ち込みについて
　12月 29日（木）・30日（金）は受付を行いますが、31日（土）は

受付を行いません。また、30日（金）まで南豆衛生プラント組合駐

車場内で少量ごみの臨時受付を実施します（持込みは有料です）。

受付時間　８時45分～12時、13時～16時　※30日は15時30分まで

※年末年始は大変な混雑が予想されます。ごみ減量とリサイクルの

推進にご協力ください。年始は１月４日（水）（８時45分～16時）

からとなります。

年末年始の水道手続について
　12月 29日（木）～１月３日（火）は、水道の使用開始（開栓）・停止（閉

栓）及び名義変更等の受付を行っておりません。

　また、現在停止中（閉栓中）で、年末に水道使用の予定がある場合、

転入・転出等がある場合は、お早目に上下水道課までご連絡ください。

年末年始期間の漏水（水漏れ）について
　年末年始の休暇期間中に個人宅敷地内で漏水があった場合は、水

道当番工事店にご連絡ください。当番工事店は15ページに掲載され

ているとおりです（市ホームページでも確認できます）。

△：戸籍（出生・死亡・婚姻・離婚等）の届出受付のみ

月日
業務

年末年始のパスポート申請はお早めに
　年末年始に申請をしますと、パスポートの受取りまで通常より

日数がかかります。余裕をもって、お早めに申請をお願いします。

　パスポートの申請をして受取るまでの目安は下記のとおりです。

問合せ先
戸籍・パスポート等　市民保健課市民係　☎㉒２２１５

ごみ収集・持ち込み　清掃センター　　　☎㉒６６８６・☎㉒２２１３

水道に関すること　　上下水道課　　　　☎㉒１２００

その他　市立図書館☎㉒０３５２ 　市民文化会館☎㉓５１５１

       　敷根プール☎㉓６３３３

※その他ご不明な点がございましたら関係各課へお問い合わせください。

申請日 交付予定日 申請日 交付予定日

12 月 13 日（火）⇒ 12 月 22 日（木）12 月 22 日（木）⇒ １月 ６日（金）

12 月 14 日（水）⇒ 12 月 23 日（金）12 月 23 日（金）⇒ １月 10 日（火）

12 月 15 日（木）⇒ 12 月 26 日（月）12 月 26 日（月）⇒ １月 11 日（水）

12 月 16 日（金）⇒ 12 月 27 日（火）12 月 27 日（火）⇒ １月 12 日（木）

12 月 19 日（月）⇒ 12 月 28 日（水）12 月 28 日（水）⇒ １月 13 日（金）

12 月 20 日（火）⇒  1 月 ４日（水） 1 月 ４日（水）⇒ １月 16 日（月）

12 月 21 日（水）⇒  1 月 ５日（木） 1 月 ５日（木）⇒ １月 17 日（火）


